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－経時的な成分変化を抑え多検体分析するための前処理法－
成果の特徴
• サトウキビ搾汁液中成分をNMR（核磁気共鳴）法で分析する際、ろ過、遠心分離、
加熱の前処理は成分に影響がありませんでした。

• 測定に時間のかかる多検体分析では加熱処理による経時変化の抑制が望まれます。

想定される用途・連携希望先
本知見はサトウキビの収穫後の品質管理（工場搬入～圧搾）において活用可能です。
製糖関連企業等との連携を希望します。
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各前処理法による成分への影響
搾汁液中成分変化に対する加熱処理の効果
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前処理法の違いは成分に影響しない
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